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の
回
に
参
加
で
き
る
人

●
定
員
　
　
人（
先
着
順
）

３０

●
費
用
　
１
７
０
０
円

●
申
し
込
み
　
８
月
　
日
掌
～
　

２１

３０

日
昇
午
前
９
時
～
午
後
９
時（
捷

を
除
く
）に
、
中
部
公
民
館
へ

　
安
城
で
教
師
を
す
る
傍
ら
、
多

く
の
作
品
を
生
み
出
し
た
新
美
南

吉
。
彼
の
人
物
像
を
知
り
、
文
学

者
南
吉
の
世
界
を
深
め
ま
せ
ん
か
。

●
と
き
／
内
容
／
講
師
　
左
表
の

と
お
り（
全
６
回
）

●
と
こ
ろ
　
中
部
公
民
館

●
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
　
歳
以
上
で
、
原
則
す
べ
て

１８

■問 
▼
中
部
公
民
館

（
緯〈
　
〉８
５
７
０
）

７４

த
෦
ެ
ຽ
ؗ
講
座

お
と
な
が
読
む
新
美
南
吉
の
世
界

講師内容とき回

遠山 光  嗣 氏
こう じ

（新美南吉記念館学芸員）
「ごんぎつね」の誕生と新美
南吉の生涯９月１０日松１

加藤 千  津  子 氏・本城 良  子 
ち づ こ よし こ

氏（安城高女１９回生）
教え子座談会
「教師」新美南吉の思い出１０月８日松２

澤田 喜  久  子 氏ほか（新美
き く こ

南吉に親しむ会）、大見ま
ゆみ氏（下宿先家人）

安城・ゆかりの地めぐり
（市内文学散歩）１０月２２日松３

遠山光嗣氏
（新美南吉記念館学芸員）

新美南吉記念館（半田市）見
学、半田市内文学散歩１１月１２日松４

小野 敬  子 氏
けい こ

（ストーリーテラー）
ストーリーテリング
「アンデルセンへの憧れ」１１月２６日松５

澤田喜久子氏
（新美南吉に親しむ会）

生誕１００年に向けて「安城の
新美南吉」（グループ活動の
すすめ）

１２月３日松６

※いずれも午前１０時～正午、ただし４回目のみ午前９時～午後４時。
※４回目は、昼食を用意します。

●
と
き
／
内
容
　
９
月

７
日
昌
～
　
月
７
日
昌

１２

の
毎
週
昌（
　
月
　
日
、

１０

２６

　
月
　
日
を
除
く
、
全

１１

２３

　
回
）　
ク
ラ
ス
１（
あ

１２い
さ
つ
か
ら
始
め
る
基

礎
的
な
英
会
話
）
糸
午

後
６
時
　
分
～
７
時
　

３０

３０

分
　

ク
ラ
ス
２（
積
極

的
に
会
話
を
楽
し
み
た

い
人
向
け
の
実
用
英
会

話
）
糸
午
後
７
時
　
分
４５

～
８
時
　
分
４５

※
両
講
座
と
も
日
本
語

を
使
い
ま
せ
ん
。

●
と
こ
ろ
　
市
民
会
館

●
対
象
　
市
内
在
住
・

在
勤
の
人

※
高
校
生
以
下
、
過
去

３
年
間
に
５
回
以
上
受
講
し
た

人
を
除
く
。

●
定
員
　
各
　
人（
定
員
を
超
え

３０

た
場
合
は
、
過
去
に
受
講
し
た
人

を
除
い
た
上
で
抽
せ
ん
）

●
費
用
　
各
４
０
０
０
円（
市
国

際
交
流
協
会
会
員
は
３
０
０
０
円
）

●
申
し
込
み
　
８
月
　
日
昌
に
、

３１

受
講
料
を
持
っ
て
市
民
会
館
視
聴

覚
室
へ
。
時
間
は
、
ク
ラ
ス
１
糸

午
後
６
時
～
６
時
　
分
、
ク
ラ
ス

３０

２
糸
午
後
７
時
　
分
～
７
時
　
分

１５

４５

※
同
時
に
２
人
分
以
上
の
申
し
込

み
不
可
。
定
員
に
満
た
な
い
時

は
、
９
月
１
日
昭
か
ら
先
着
順

に
市
国
際
交
流
協
会
で
受
け
付

け
。■問

▼
市
国
際
交
流
協
会

（
市
民
協
働
課
内
）

（
緯〈
　
〉２
２
６
０
）

７１

外
国
人
講
師
に
よ
る
英
会
話
講
座

●
雇
用
期
間
　
９
月
～
来
年

３
月

●
採
用
予
定
人
数
　
１
人

●
職
種
　
介
護
支
援
専
門
員

（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）

●
資
格
　
介
護
支
援
専
門
員

の
資
格
お
よ
び
普
通
自
動
車

運
転
免
許
を
有
し
、
同
員
と

し
て
の
経
験
が
あ
る
人

●
賃
金
　
時
給
１
４
２
０
円
、

通
勤
割
増
１
日
　
円
２００

●
勤
務
内
容
　
中
部
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー（
中
部
福

祉
セ
ン
タ
ー
内
）で
の
予
防

プ
ラ
ン
の
作
成
な
ど

●
勤
務
日
時
　

捷
～
晶
午
前

８
時
　
分
～
午
後
５
時
　
分

３０

１５

●
選
考
日
　
９
月
２
日
晶

（
面
接
）

●
申
し
込
み
　
８
月
　
日
昇

１６

～
　
日
晶
午
前
９
時
～
午
後

２６
５
時（
掌
捷
を
除
く
）に
、
臨

時
職
員
採
用
申
込
書
を
持
っ

て
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
総

務
課（
緯〈
　
〉２
９
４
１
）へ

７７

※
申
込
書
は
、
同
協
議
会
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
、
社
会
福
祉

会
館
で
配
布
。

●
表
彰
　
優
秀
賞
に
は
賞
状
と
記

念
品
、
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
を

進
呈
。
入
賞
者
は
、
成
人
式
で
表

彰
し
ま
す

●
申
し
込
み
　
　
月
７
日
晶
ま
で

１０

（
捷
、
９
月
　
日
昇
を
除
く
。
た

２０

だ
し
９
月
　
日
は
開
館
）に
、
作

１９

品
の
タ
イ
ト
ル
・
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
生
年
月
日
・
勤
務
先

ま
た
は
学
校
名
を
、
作
品
と
と
も

に
、
持
参
か
郵
送
、
Ｅ
メ
ー
ル
で

青
少
年
の
家（
〒
　－

０
０
６
１

４４６

新
田
町
池
田
上
１
／seishoun

en@
city.anjo.aichi.jp

）へ

■
平
成
　
年
成
人
式

２４

●
と
き
　
来
年
１
月
９
日
抄

●
と
こ
ろ
　
デ
ン
パ
ー
ク

●
対
象
　
平
成
３
年
４
月
２
日
～

平
成
４
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

■「
は
た
ち
の
願
い
」作
文
・
詩
を

募
集

　
成
人
に
な
る
に
あ
た
っ
て
の
夢
・

希
望
を
、
自
由
な
テ
ー
マ
で
書
い

て
、
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
作
品
　
作
文
は
１
２
０
０
文
字

程
度
、
詩
は
字
数
制
限
な
し

※
自
作
未
発
表
作
品
に
限
り
ま
す
。
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■
成
人
式
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集

●
と
き
　
　
月
～
成
人
式

１０

●
と
こ
ろ
　
青
少
年
の
家
、
デ
ン

パ
ー
ク
な
ど

●
内
容
　
成
人
式
の
企
画
・
当
日

の
司
会
。
会
議（
月
２
回
）な
ど

●
定
員
　
　
人
１５

●
申
し
込
み
　
９
月
　
日
昭
ま
で

２２

（
捷
、
９
月
　
日
昇
を
除
く
。
た

２０

だ
し
９
月
　
日
は
開
館
）に
、
住

１９

所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
生
年
月

日
・
電
話
番
号
・
パ
ソ
コ
ン
の
メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス
と「
成
人
式
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
希
望
」を
記
載
し
、
郵

送
か
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー

ル
で
青
少
年
の
家（
〒
　－

０
０

４４６

６
１
新
田
町
池
田
上
１
／
胃〈
　
〉
７６

１
１
３
１
／seishounen@

ci
ty.anjo.aichi.jp

）へ

■問 
▼
青
少
年
の
家

（
緯〈
　
〉３
４
３
２
）

７６

■問
▼
歴
史
博
物
館

（
緯〈
　
〉４
４
７
７
）

７７

●
と
き
　
９
月
　
日
掌
午
前
９
時

２５

～
午
後
４
時

●
見
学
地
　
本
證
寺
・
蓮
泉
寺
・

護
法
有
志
の
墓（
安
城
市
）、蓮
成

寺
・
遍
照
院
・
大
浜
陣
屋
広
場

（
碧
南
市
）ほ
か

●
対
象
　
市
内
在
住
の
人

●
定
員
　
　
人（
定
員
を
超
え
た

２０

場
合
は
抽
せ
ん
）

●
費
用
　
２
０
０
０
円（
昼
食
代

を
含
む
）

●
持
ち
物
　
筆
記
用
具
・
か
さ
・

水
筒
・
帽
子
・
歩
き
や
す
い
服
装

●
申
し
込
み
　

９
月
３
日
松

（
当
日
消
印
有

効
）ま
で
に
、

住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番

号
を
、
郵
送
で
歴
史
博
物
館「
あ

お
ぞ
ら
歴
史
教
室
」係（
〒
　－

０

４４６

０
２
６
安
城
町
城
堀
　
）へ
３０

※
１
度
に
複
数
の
申
し
込
み
可
。

　
移
転
後
は
、「
新
安
城
リ
サ
イ
ク

ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」と
な
り
ま
す
。

現
在
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
８
月

　
日
掌
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

２８●
移
転
先
　
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー

安
城
店
南
駐
車
場
内（
住
吉
町
）

●
移
転
日
　
９
月
　
日
捷

１２

●
開
業
時
間
　
４
～
９
月
は
午
前

　
時
～
午
後
６
時
、
　
月
～
翌
年

１０

１０

３
月
は
午
前
　
時
～
午
後
５
時

１０

（
い
ず
れ
も
店
舗
休
業
日
と
１
月

１
日
～
３
日
は
休
み
ま
す
）

■問
▼
清
掃
事
業
所

（
緯〈
　
〉３
０
５
３
）

７６

平
成
　

年
成
人
式「
は
た
ち
の
願
い
」作
文
・
詩
、

２４

運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

あ
お
ͧ
ら
ྺ
史
ڭ
ࣨ

大
浜
騒
動
史
跡
を
め
ぐ
る

作
野
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

を
移
転



　
第
　
期
農
業
委
員
会
が
発
足
し

２１

ま
し
た
。
選
挙
や
選
任
に
よ
る
委

員
　
人
で
構
成
、
任
期
は
平
成
　

３３

２６

年
７
月
　
日
ま
で
で
す
。
ま
た
、

１９

７
月
　

日
の
総
会
で
は
、
委
員
の

２２

互
選
で
、
会
長
・
各
部
会
長
、
同

職
務
代
理
者
を
決
定
。
委
員
は
次

の
皆
さ
ん
で
す
。
　
　

〈
敬
称
略
〉

■
会
長
　

黒
 
 正
  昭
 （小
川
町
）

ま
さ
 あ
き

■
会
長
職
務
代
理
者
　

中
田
 晴
  久
 （安
城
町
）

は
る
 ひ
さ

■
農
地
部
会

●
会
長
　
鳥
居
 益
  夫
 （箕
輪
町
）

ま
す
 お

●
同
職
務
代
理
者
　
早
川
 元
  三
 

げ
ん
 ぞ
う

（
和
泉
町
）
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■
農
業
振
興
部
会

●
会
長
　
杉
山
 幸
  史
 （桜
井
町
）

こ
う
 し

●
同
職
務
代
理
者
　
清
水
 博
  雄
 

ひ
ろ
 
お

（
福
釜
町
）

■
選
挙
に
よ
る
委
員

　
柴
田
 孝
  敏
 （里
町
）、鈴
木

た
か
 と
し

 寛
 （尾

ひ
ろ
し

崎
町
）、稲
垣
 邦
  彦
 （今
本
町
）、 日
 

く
に
 ひ
こ
 

く
さ

 下
  安
  夫
 （篠
目
町
）、 菱
  田
  政
  量
 （池

か
 や
す
 お
 

ひ
し
 だ
 ま
さ
 か
ず

浦
町
）、大
見
 信
  之
 （新
明
町
）、山

の
ぶ
 ゆ
き

本
 重
  善
 （別
郷
町
）、都
築
 直
  之
 （横

し
げ
 よ
し
 

な
お
 ゆ
き

山
町
）、山
口
 実
 （安
城
町
）、岩
瀬

み
の
る

 則
  雄
 （古
井
町
）、黒
柳
 幹
  保
 （二
本

の
り
 お
 

み
き
 ほ

木
町
）、石
川
 求
 （高
棚
町
）、大
参

も
と
む

 俊
  博
 （赤
松
町
）、加
藤
 裕
  孝
 （榎
前

と
し
 ひ
ろ
 

ひ
ろ
 た
か

町
）、杉
浦
 英
  彦
 （東
端
町
）、神
谷

ひ
で
 ひ
こ

 正
  司
 （根
崎
町
）、神
谷
 善
  郎
 （城
ヶ

ま
さ
 し
 

よ
し
 ろ
う

入
町
）、水
越
 精
  二
 （川
島
町
）、岡

せ
い
 じ

田
 憲
  一
 （桜
井
町
）、神
谷
 　
  雄
 （野

け
ん
 い
ち
 

と
く
 お

寺
町
）

■
選
任
に
よ
る
委
員

　
鶴
田
 堅
  太
  郎
 （赤
松
町
）、安
藤

け
ん
 た
 ろ
う

 幹
  彦
 （同

み
き
 ひ
こ

）、大
参
 義
  彦
 （同
）、石
川

よ
し
 ひ
こ

 政
  子
 （福
釜
町
）、黒
柳
 二
  三
  子
 （小

ま
さ
 こ
 

ふ
 
み
 
こ

川
町
）、成
瀬
 早
  苗
 （北
山
崎
町
）、

さ
 な
え

榊
原
 喜
  榮
  子
 （城
ヶ
入
町
）

き
 
え
 
こ■問

▼
農
務
課

（
緯〈
　
〉２
２
３
４
）

７１

　
暴
力
団
追
放
運
動
の
趣
旨

に
沿
い
、
市
民
に
強
く
訴
え

る
標
語
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

昨
年
度
最
優
秀
作
品
止
「
暴

力
を
　
追
放
で
き
る
　
地
域

の
輪
」

●
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
小
学
生
以
上
の
人

●
賞
品
　
１
位
１
万
円
分
・

２
位
７
０
０
０
円
分
・
３
位

５
０
０
０
円
分
の
商
品
券

（
中
学
生
以
下
は
図
書
カ
ー
ド
）

●
そ
の
他
　
作
品
に
関
す
る

権
利
は
暴
力
追
放
推
進
協
議

会
に
帰
属
し
、
優
秀
作
品
は

全
国
暴
力
追
放
運
動
モ
デ
ル

標
語
に
応
募
し
ま
す

●
申
し
込
み
　
９
月
　
日
晶

１６

（
当
日
消
印
有
効
）ま
で
に
、

作
品（
一
人
３
点
ま
で
）と
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号（
学
生
は
学
校
名
、
市
外

在
住
者
は
勤
務
先
名
）を
、

郵
送
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
市
民
安

全
課（
〒
　－

８
５
０
１
住

４４６

所
記
載
不
要
／anzen@

ci
ty.a

n
jo
.a
ic
h
i.jp

／
緯

〈
　
〉２
２
１
９
）へ

７１※
Ｅ
メ
ー
ル
の
件
名
は「
暴

力
団
追
放
標
語
」と
記
入
。

■
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
店
者

を
募
集

●
と
き
　
９
月
　
日
松
午
前
９
時

２４

　
分
～
午
後
３
時

３０●
と
こ
ろ
　
デ
ン
パ
ー
ク
水
の
ス

テ
ー
ジ
前
デ
ッ
キ

●
対
象
　
　
歳
以
上
の
人
ま
た
は

１８

そ
の
人
を
含
む
団
体（
業
者
・
プ

ロ
を
除
く
）

●
募
集
数
　
　
ブ
ー
ス（
応
募
者

２０

多
数
の
場
合
は
抽
せ
ん
）

●
費
用
　
１
ブ
ー
ス（
２
ｍ
四
方
）

１
０
０
０
円

※
２
人
ま
で
は
入
園
料
無
料
。

●
そ
の
他
　
飲
食
物
、
生
き
物
、

医
薬
品
、
返
品
義
務
が
生
じ
る
も

の（
高
額
商
品
、
電
化
製
品
な
ど
）

の
出
品
や
、
火
気
・
電
気
の
使
用

は
で
き
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
詳
細
な
募
集
条
件
は
、

デ
ン
パ
ー
ク
・
同
園
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

●
申
し
込
み
　
８
月
　
日
松
～
９

２０

月
　
日
松
に
、
申
込
用
紙
を
フ
ァ

１０
ク
ス
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
デ
ン
パ
ー
ク

（
胃〈
　
〉７
１
１
５
／freem

ark

９２

et@
denpark.jp

）へ

※
申
込
用
紙
は
同
園
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
配
布
。

■
パ
ラ
グ
ア
イ
オ
ニ
バ
ス
の
葉
に

乗
ろ
う

●
と
き
　
８
月
　
日
松
・
　
日
掌

２７

２８

午
前
９
時
　
分（
雨
天
中
止
）

３０

●
対
象
　
体
重
　
㎏
以
下
の
子

２０

●
定
員
　
各
　
人（
当
日
先
着
順
）

１００

●
費
用
　
入
園
料

■
展
示
会「
Ｏ
ｎ
ｌ
ｙ
 ｏ
ｎ
ｅ
 ｍ
ｙ
 

ｇ
ａｒ
ｄｅｎ
妖
精
の
 棲
 む
庭
」

す

　
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
や
石
彫
刻
・

写
真
な
ど
約
　

点
を
展
示
し
ま
す
。

９０

●
と
き
　
８
月
　
日
昌
～
９
月
　

３１

１２

日
捷
午
前
９
時
　
分
～
午
後
５
時

３０

（
９
月
６
日
昇
を
除
く
）

●
費
用
　
入
園
料

■問 
▼
デ
ン
パ
ー
ク

（
緯〈
　
〉７
１
１
１
）

９２

デ
ン
パ
ー
ク
か
ら
の
お
知
ら
せ

農
業
委
員
会
の
会
長
ほ
か
を
決
定
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●
申
し
込
み
　
８
月
　
日
晶
～
９

１９

月
７
日
昌
に
、
参
加
申
込
書
を
郵

送
か
フ
ァ
ク
ス
で
、
次
の
①
～
③

の
い
ず
れ
か
へ

①
市
農
務
課（
〒
　－

８
５
０
１

４４６

住
所
記
載
不
要
／
胃〈
　
〉１
１

７６

１
２
）

②
あ
い
ち
中
央
農
業
協
同
組
合
営

農
企
画
部（
〒
　－

０
０
４
６

４４６

赤
松
町
浄
善
　
／
緯〈
　
〉４
４

５０

７３

０
０
／
胃〈
　
〉４
４
１
５
）

７３

③
水
土
里
ネ
ッ
ト
明
治
用
水
総
務

課（
〒
　－

０
０
６
５
大
東
町

４４６

　－

　
／
緯〈
　
〉６
５
６
０
／

２２

１６

７６

胃〈
　
〉６
５
６
１
）

７６

※
申
込
書
は
、
①
～
③
、
文
化
セ

ン
タ
ー
、
各
地
区
公
民
館
で
配

布
。

　
５
月
に
植
え
た
田
ん
ぼ

ア
ー
ト
の
稲
が
収
穫
時
期

を
迎
え
ま
す
。
稲
刈
り
後

に
は
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
の
試

食
も
あ
り
ま
す
。

●
と
き
　
９
月
　
日
松
午

１７

前
９
時
　
分（
受
け
付
け

４５

は
９
時
）

●
と
こ
ろ
　
和
泉
町
七
ツ

田（
デ
ン
パ
ー
ク
正
面
ゲ
ー
ト
か

ら
西
へ
　
ｍ
）

４００

●
定
員
　
　
人（
先
着
順
）

５００

●
持
ち
物
　
稲
刈
り
の
で
き
る
服

装
・
軍
手
・
タ
オ
ル
・
カ
レ
ー
ラ

イ
ス
試
食
用
食
器
と
ス
プ
ー
ン

※
稲
刈
り
用
の
鎌
は
用
意
し
ま
す
。

■問
▼
農
務
課

（
緯〈
　
〉２
２
３
３
）

７１

ふ
れ
あ
い
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
２
０
１
１

稲
刈
り
の
参
加
者
を
募
集

　
新
保
育
園
は
、「
パ
ッ
シ
ブ
ソ
ー

ラ
ー
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
。
太
陽

熱
で
温
め
た
空
気
を
床
下
で
蓄
え
、

夏
は
プ
ー
ル
の
シ
ャ
ワ
ー
、
冬
は

暖
房
に
利
用
し
ま
す
。

●
移
転
日
　
９
月
５
日
捷

●
新
住
所
　
東
端
町
住
吉
　－

６

６１

●
保
育
年
齢
　
３
～
５
歳
児

●
定
員
　
　
人
９０■問

▼
子
ど
も
課

（
緯〈
　
〉２
２
２
７
）

７１

東
端
保
育
園
を
移
転

　
見
る
人
に
わ
か
り
や
す
い
チ
ラ

シ
作
り
の
ポ
イ
ン
ト
を
教
え
ま
す
。

●
と
き
　
９
月
　
日
松
午
後
１
時

１７

　
分
～
３
時

３０●
と
こ
ろ
　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

●
講
師
　
小
島
 祥
 
し
ょ
う

 次
 氏（

叙
m
e

じ

e
t
s
代
表
）

●
定
員
　
　
人（
先
着
順
）

２０

●
申
し
込
み
　
８
月
　
日
松
～
９

２０

月
　
日
晶
午
前
９
時
～
午
後
５
時

１６
（
８
月
　
日
の
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、

２０

Ｅ
メ
ー
ル
は
午
前
　
時
か
ら
）に
、

１０

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー（
〒
　－

０

４４６

０
６
５
大
東
町
　－

３
／
緯〈
　
〉

１１

７１

０
６
０
１
／
胃〈
　
〉０
６
６
８
／

７１

center@
katch.ne.jp

）へ

■問
▼
市
民
協
働
課

（
緯〈
　
〉２
２
１
８
）

７１

●
と
き
　
８
月
　
日
晶
午
前

２６

　
時
～
午
後
１
時
　
分

１０

３０

●
と
こ
ろ
　
市
保
健
セ
ン
タ

ー●
内
容
　
ビ
ビ
ン
バ
・
ス
ー

プ
・
デ
ザ
ー
ト
の
調
理
実
習

●
対
象
　
市
内
在
住
の
小
学

生
と
そ
の
父
親

●
定
員
　
８
組（
先
着
順
）

●
費
用
　
１
人
　
円
３００

●
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
・
三

角
巾
ま
た
は
バ
ン
ダ
ナ
・
筆

記
用
具
・
子
ど
も
用
ス
リ
ッ

パ
ま
た
は
上
履
き
用
靴
・
水

筒●
申
し
込
み
　
８
月
　
日
晶

１９

～
　
日
昇
午
前
８
時
　
分
～

２３

３０

午
後
５
時（
松
掌
を
除
く
）に
、

電
話
で
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
緯〈
　
〉１
１
３
３
）へ

７６

ス
Ω
ル
ア
ỽ
ϓ
講
座

チ
ラ
シ
の
作
り
方
講
座


